
 

 

 

学校評価【前期後期の比較】 

「豊かな心」については… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「確かな学力」については… 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

「健康な身体」については… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校だより】 
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小さくて少し見にくいかもしれませんが、統計を分析すると、代表的なこととして以下のよ

うな点が分かります。 

 

・友達の良さを見つけたり､認めたりする割合が増えた。 

・困った時に相談できる学校であると約８割の児童や保護者が答えている。 

・進んで学習に取り組む児童が８割程度いる。 

・読書をする割合はあいかわらず低い。 

・ノーメディア等の生活リズムを自分で整えられる割合が低くなった。 

・食事作りなどのお手伝いに関わる割合が低くなった。 

 

 雲浜小では、「子ども達が自分自身に自信が持てる」「悩みや困りごとを相談しやすい」と感

じる割合を９割以上にしたいと思っています。どの子にも活躍する場があり、学校に来ること

が楽しくなるそんな学校を目指しています。 

 まだ学校に本音で相談できないな､と思っている子ども達が２割程度いることをわたしたち

教員は真摯にとらえ、次年度に向けてしっかりと対策を取っていくことが大切だと考えます。 

３０人のクラスの児童を一斉に指導するだけでなく、一人一人のニーズに応えることは、１人

の教員で対応するのにはかなり厳しいものがあります。といっても学校に複数教室に配置でき

る教員の余裕もありません。 

 学校としては「できるだけ分かりやすく楽しい授業」「子ども達による学び合いを通した授

業」「効率よくタブレットを使用して一人一人の学びを助ける授業」を次年度は行っていかな

くてはいけないと感じています。また、相変わらず読書の評価が悪い事を受け、今後学校では、

読書の宿題を出したり、学年におすすめの本を紹介したりして多くの子ども達が読書に目を向

ける機会を設けていかなくてはいけないと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校は児童の心身のより良い発達を願い毎年様々な取組を行いますが、決して「独りよがり」

な取組になってはいけないと思っています。 

子ども達や保護者の皆様方のご意見を元にじっくりと取組の検証をしていく事が大切なの

です。今回の結果を踏まえ学校では次年度に向けての対応を現在考察中です。ぜひ今後も率直

なご意見をお聞かせいただき、子ども達一人一人にとって有意義な学びや学校生活が実現でき

ますように､ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

学校評価の結果を受けて、保護者の皆様にもご協力いただきたい

ことがございます。 

○ぜひご家庭で一緒に読書をする日を設けて下さい。 

○ノーメディアの週は、ご家族全員でメディア(パソコン、ゲーム等)

に触れない事にご協力下さい。 

○ご家庭で子ども達がゲームやスマホに触れる時間を決めて、遵守

できない場合は厳しく指導して下さい。 

(子ども達のより良い成長のためには、十分な睡眠が必要です。ス

マホやゲームで睡眠時間が削られる事は絶対にあってはいけませ

ん。ご協力よろしくお願いします。) 
 

 今年 1 年間保護者の皆様には毎朝の見守り活動を大変お世話にな

りました。お忙しい時間帯や天候の悪い日もございましたが、おかげ

で大きな交通事故もなく子ども達は元気に登校することができまし

た。次年度も引き続きご協力をお願いいたします。（新型コロナウイ

ルスに対する児童の健康観察を入念に行うため職員の参加は出来ま

せんでした。ご負担をおかけして申し訳ありませんでした。） 


